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　　　　　で
国際化、共生社会という言葉のまやかし
内訳わけﾞ

Ｑ　国際化、共生社会なのだから外国人に選挙権を与えてもいいのではないですか？
Ａ　自国の政治を外国人に操られるのは国際化とは言いません。

Ｑ　税金を払っているなら選挙権を与えてもいいのではないですか？
Ａ　納税は行政サービスの為の原資であり、選挙権の対価ではありません。
　　また、最近では在日特権といわれる在日外国人に対する税金減免等の実体も明らかになってきており、日本人と同等の義務と責任を負ってはいません。

Ｑ　外国人に選挙権を与えている国もありますが？
Ａ　ＥＵなどごく一部の国が特殊な事情によって認めている例はありますが、それを無理に日本に当てはめることは出来ません。

Ｑ　外国人差別なのではないですか？
Ａ　差別ではなく区別です。自国民と外国人との区別は全ての国で行われています。

　　国に対する義務と責任を負っている自国民とそうでない外国人の権利は同等ではありません。

Ｑ　在日韓国人は無理やり日本に連れて来られたのではないですか？
Ａ　いわゆる強制連行をされたのは数百人であり、経済的事情等で移り住んできた人たちが大部分です。戦後は帰国事業も行われました。日本国籍を持っていた韓国人の国籍を韓国籍に戻したのは韓国政府です。今、日本に住んでいる在日韓国人たちは自らの意思で日本に住んでいるのであり、いつでも帰国できるのです。

Ｑ　地方参政権だけなら大丈夫ではないですか？
Ａ　地方議会、地方自治体は国にさまざまな働きかけを行い国政に対する影響力を持っています。

　　また、地方議員は国会議員を支える大きな存在でもあります。
結果的に地方参政権といえども国政にも影響を及ぼすのです。
過去に国会に提出された外国人参政権法案には条例改廃請求権、事務監査請求権、議会解散請求権、
合併協議会設置請求権、議員･議長･教育委員･監査委員･公安委員･選挙管理委員等の解職請求権など
多くの権利が含まれています。
自治基本条例・市民参画条例に隠された危険性
Ｑ　参政権ではなく外国人が住民投票で政治参画するという方法はどうですか？
Ａ　住民投票条例で外国人の投票権を認めることは、いずれ外国人参政権を認めることに繋がります。

また、そのような条例は先頃行われた岩国市での住民投票のように、国防問題に関する住民投票に外国人を参加させるという愚挙に繋がっています。そして、それは国政にも影響を及ぼすのです。

Ｑ　住民投票以外の方法ならどうでしょうか？

Ａ　自治基本条例や市民参画条例の市民の定義に在住外国人等を含めている自治体もありますが、その自治体に住んでいるという事と、政治参画する資格があるという事は別の事なのです。その自治体に対する義務と責任を同等に負っていない人の政治参画が制限されるのは当然の事です。政治参画しなくても意思を伝えることは出来ますし行政サービスを受けることも出来ます。

市民という言葉にはその自治体の住民であるという使い方をする以外に、民間人（市民運動など）や
アマチュア（市民マラソンなど）を指す場合など様々な意味があります。それらを法律によって、また自然に使い分けているのが日本の文化であり、条例によって勝手な定義付けをするべきではありません。

政治参画する以上,義務と責任を負うのは当然の事です
更に詳しくお知りになりたい方は「外国人参政権に反対する会」のサイトをご覧下さい。
「外国人参政権に反対する会」　http;//www.geocities.jp/sanseiken_hantai/



市政は市民で☆国政は国民で


年金、薬害、裏金、談合等々多くの政治における問題がマスコミを賑わしています。しかし、それらは氷山の一角でありマスコミがほとんど取り上げない多くの政治問題が国民に知らされないでいます。その一つが外国人参政権です。その名のとおり外国人に日本の選挙権を与えようというものです。





�


外国人参政権に反対














